
 

第６回 第３期瀬谷区地域福祉保健計計画策定懇談会 議事要旨 

 
１ 日時  平成 27 年 10 月１日（木）午後２時から４時まで 
２ 場所  せやまるふれあい館１階多目的ホール１ 
３ 出席者 出席 21名 欠席４名 
４ 議事要旨 
 
内 

容 

１ 第５回地域福祉保健計画策定懇談会の振り返り（資料１） 

      

２ 平成 26年度 全域計画評価結果について（資料２） 

 

３ 第３期地域福祉保健計画案について（別冊 計画案） 

（１）第３期全域計画中間案の区民意見募集結果について （資料３） 

＜主な意見＞ 
①「地域づくり」と「まちづくり」の違いについて 

・事務局：言葉の問題ではあるが、「地域づくり」は比較的小地域単位、顔の見える関係の

つくりやすい範囲を想定。「まちづくり」は連合や区等大きい単位を想定してい

る旨を説明した。 
⇒事務局の説明のとおり了解された。 

②空き家問題について  

・瀬谷区にも空き家が数多くあり、防犯上、問題となっている。一方で地域のサロンや居場

所づくり等の拠点等として活用できないか等、各地区での空き家対策について具体的に議

論が始まっている。 
・事務局：空き家対策については、国の動きを見ながら横浜市でも基本的な計画を立て取組

を進めている。「防犯」や「安全」といった視点や、空き家を活用して地域の活

性化につなげるような視点で、行政と地域が相互の役割関係を持って対応してい

けると良い。 
③地域の活動主体としての自治会町内会の活性化について 

・自治会町内会の活性化は地域の活動主体としての根源的な課題。自治会町内会活動が活発 
だと全てに良い影響が波及し、さらに活動が活性化する。 

④地区別計画の推進体制について 

・瀬谷区では第１期計画の時から、特に地区別計画の推進体制について議論されてきたが、

地域活動の中心は自治会町内会であり、自治会町内会と地区社協（民生委員含む）が、両

輪となって地区別計画を推進していくとの共通認識を持っている。これは重要なことであ

る。 
⑤地域の担い手としての地区の各委嘱委員等について 

・自治会町内会を推薦母体としている委嘱委員については、委嘱委員の活動に留めておくの

ではなく、地区の活動とうまく連携し、地区と区の間に入ってつながりを持てるように関

わってもらえると良い。 

 



内 

容 

⑥精神医療のアウトリーチについて 

・医療機関が中心にチームをつくり、訪問して医療につなげる活動、“精神科アウトリーチ”

が日本でもかなり広がってきている。瀬谷区でも医療と福祉が結びつくアウトリーチ事業

の実施を検討してほしい。 
⇒区医師会長：家族の依頼があれば、ケースはまだ少ないが、現状の医療支援体制の中

でもかなり対応できると思う。 

⑦障害児者の地域の居場所について 

・養護学校を卒業した人の多くが作業所に通うが、ほとんどの人は作業所と家の往復だけに

なるので、帰りに寄れる場所が必要だと思う。障害というくくりでなく、子ども、認知症

の方、高齢の方も含めて安心できる場が課題として押さえておきたい。 
⑧子育てについて 

・未来の子ども達のための案になって欲しいと強く思った。子育て状況も変わり、子育て

支援拠点も増えたが、楽になるのは拠点に来ているその時だけであり、地域が受け皿と

なって子育てを支えることが必要。「地域で育っていく子ども達」という文言が計画に入

ると、子育て支援の事業をやっている者として嬉しく思う。 
 
（２）副題（サブタイトル）について（資料３） 

＜主な意見＞ 
・区民意見募集で区民が多く支持しているものがよいと思う。 

 
（３）策定メンバーコメントのお願い（資料４） 

 
４ 今後のスケジュール                                                        

（１）第２回地区別計画推進懇談会について           
（２）第７回第３期瀬谷区地域福祉保健計画策定懇談会 
（３）瀬谷区地域福祉保健計画シンポジウムについて 

以 上 
 

次
回 平成 27 年 12 月 17 日（木）14 時～16 時 区役所５階大会議室 AB 

 
  

 
                     


